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現在進行形についての一考察
一その本質的意味と効果的な指導法

小　　寺　　茂　　明＊

　　　　　　　　　　　　Sh1geakl　K0TERA

　　　　　Progress1ve　Aspect　of　the　Eng11sh　Verb

－The　Essent1a1Meanmg　and　How　to　Teach　It　Effect1ve1y＿

　O。はじめに
　本稿はaspectとしての立場から英語の（主として）

現在進行形についてとりあげ，その本質的意味機能を解

明することを目的としつつ，同時に英語教育での効果的

な指導に役立てることをもねらいとするものである。そ

れというのも，小寺（1977）で扱った現在完了形につい

てと同様，この現在進行形についても，その認識のパタ

ーンの本質的理解は，教えられる生徒はもちろん，教え

るわれわれ教師自身にも，十分に得られているようには

思われないからである。

　われわれはややもすれば，進行形など極めて易しいも

のであるなどと考えがちであるが、決してそうではな

い。それが証拠に，英語学者1文法学者等がそれに与え

ているさまざまな名称を考えただけでも，それは頷ける

ことなのである。たとえば，Sweet（1898：96）は，

‘defm1te　tense’，0mons　（1971・104）は‘contmuous

tense’，　Kru1smga　（19315　340）　は　‘Progress1ve’，

Poutsma（1926・317）は‘expanded　form’，Jespersen

（1931　164）は‘expanded　tense’，Curme（1931，373）

は‘Progresslve　form’，C1ose（19772：73）は‘Prog－

ressiveaspect’のごとく，さまざまの名称が用いられ

ているのである。あるいはむしろ，各学者が進行形の本

質的意味として提示しているものを比べてみたほうがよ

いかも知れない。たとえぱCurme（1931：373）は

‘durat1ve　aspect’，H111（1958・209）は‘mcomp1ete－

ness’，Twadde11（19632：2）は　‘1imited　duration’，

Ota　（1963：59）　は‘Process’，　Joos　（1964：106）は

‘temporary　aspect’，H1rt1e（1967・27）は‘1mperfec－

tivity’，Quirk　et　a1．（1972：92）は‘temporariness’，

Pa1mer（1974．55）は‘durat1on’，細江　（1973・115）

は「集注叙述」のごとく，これまた実に多彩なのであ
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る。各人各様の進行形に対する考え方が示されていると

言っても遇言ではなく，このことは同時に，その本質が

いかに捕え難いものであるかを示しているものとも言え

よう。実際それぞれの学説には一面の真理はあるが、残

念ながら，まだその本質的意味機能についてのCOnSen－

SuSは得られていないのが実情なのである。

　上述のごとく，学者の問での見解の一致は見出し難い

ものであるとすれぱ，英語教育の場でも不十分な事そし

てしばしばm1s1eadmgな指導がなされているような

気がしないでもないのであるが，果たしてその一例とし

て，佐藤（1977：74）に次のような例があげられてい

る：

　　ある県の中学校の1年生の研究授業で，「進行形」

　の指導が行われ，生徒に自分の作った文を発表させた

　ところ、The　carエs　stopPmgが出てきた。言語活

　動の例として生徒に文を作らせるのは大切な作業であ

　る。ところが，一人の生徒が挙手をして，「車は止ま

　っているのか，止まりつつあるのか。」と質問した。

　指導者はこの間いの答えをほかの生徒たちに考えさせ

　た。すぐに教師が答えを出さないで，生徒に考えさ

　せ，生徒自ら答えを出させるのはよいことである。し

　かし、「止まっている（停止している）」と答えた生

　徒の数が，「止まりつつある（まだゆっくり動いてい

　る）」と答えた生徒の数より多かった。そこで教師

　は，「多数決」で前者を正しい解釈と審判して事次へ

　と進んだ。これは明らかに教師が間違いを教えたこと

　になる。

この例が示唆しているように，現在進行形を指導すると

き，単に「今～している（ところである）」，「～しつつ

ある」などの日本語訳のみを与え，現在進行形は「現在

進行中の動作」を示すものであると説明するだけでは，

明らかに不十分であり，本質的な指導をしたことにはな

らないであろう。

　また，学習が進むにつれて，同じ伽十～伽g’という現
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在進行形でありながら、しばしぱ反復。習憤。未来1予

定曲意志・命令（禁止）を行わしたり，あるいは微妙な

感情的色彩を表わしたりするので，教師のほうも，いわ

ば，手を替え品を替えて説明しなければならず，生徒の

ほうもなかなかその本質がつかめず，いたずらに混乱を

起こしているというのが現状ではないだろうか。

　さらに進行形の理解を困難にしている原因の1つは，

どんな動詞でも進行形になれるとは限らず，しかもいわ

ゆる状態動詞といえども，　（一見）例外的と思われる進

行形としての用法が随分と存在するということである。

状態動詞はその意味上，本来的に進行形とは相容れない

にもかかわらず，あえてそれが進行形として用いられる

以上，その背後にこそ進行形そのものの本質が潜んでい

るように思われるのであるが，実はこの点こそが今まで

の英語教育においてとかく暖昧に扱われてきた最大の間

題点と言えるのではないだろうか。あるいはまた，現在

進行形と単純現在形とはどのように使い分けるのか，そ

してどんな場合にそれらが白由に交替し得るのかといっ

た具体的な指導にも欠けてきたきらいがある。少なくと

もこれらのことが組織的。体系的に教えられたことはほ

とんどなかったであろう。本稿では以上のようなことを

念頭におきながら，現在進行形の本質的意味機能を中心

に考察をしていくことにしよう。

　1。現在進行形の実例の検討

　　　　　　　　　一その特徴を探る一

　進行形というのは動詞そのものの辞書的意味あるいは

文脈等の影響によりさまざまの微妙なニュアンスをもつ

ものであると考えられる。そこでまずその実例を検討す

ることによりその特徴を探ってみることにしよう。

　11資料収集用文献及び資料収集基準

　ここでは現代英語から，現在進行形の用例をちょうど

500例収集してみた　（ただし，5θg0加g広o～または

ろθg0〃Zα～は別にCOuntした）。

　資料収集のためにここに用いた作品は次の5冊，即ち

Dα∂勿一五〇〃9・一Lθg5（1964，Te㎜poBooks：J．ウェブス

ターの手紙形式による小説），Dθα肋φα3αzθ㈱伽

（1973，南雲堂：A．ミラーの戯曲），ル6舳Zル㈱

（1951，pengum　Books：Gオーウェルの代表的中編小

説），ムoηθ8肪ツ（1971，英光杜：E．シーガルのベスト

セラー小説），及び8醐榊8肋砿（1978，日本放送協会

［編コ：NHK教育テレビで放映されているC　TW制作

の子供向け英語番組の7月号のテキスト）である。

　それぞれの作品にみられた用例数は次の通りである：

　1．Dα64夕＿ムo瑚g＿五昭∫　　　156（76）［246］DLL

　λλ〃伽α1ハαブ刎　　　　　　14（2）［120コAF

　ふ一D吻肋〆α8α1θ3刎σ〃　　264（70）〔148］DS

　4，Loη38あoブッ　　　　　　　　　47（14）［119］LS

　5．8θ5α刎θ8之κ功　　　　　　　　　19　（15）　［6＿29］SS

ただし，　（）内の数字は加g’0伽g¢0～または6θ

g0舳α～の数。［コ内の数字は作品の総ぺ一ジ数，た

だし5．については資料収集に用いた範囲のぺ一ジ数

を，それぞれ示す。なお，右端の記号は，以後本稿で用

いるそれぞれの作品の略号である。

　また，資料収集の際の基準は，当然のことながら，

伽十～加g’という形式を備えている完全な現在進行形

に限ることとした、したがって，以下にかかげるような

ものはここではCOuntしていない

　1．形式は同じ‘ろθ十～加g’であっても、その‘～

　　伽g’が完全に形容詞化しているもの。

　　（1）The　compet1t1on∬刎α〃舳〃91（DS・12）

　2．不定詞・法助動詞等とともに用いられているも

　　の。

　　（2）　It　seen1s　queer広o　あ2　z砂〃ガ〃9　1etters　to

　　　somebody　you　don’t　know　（DLL：25）

　　（3）You　prefer　that　I曲o〃〃notろθα60ψ勿〃9

　　　favors　from　strangers（DLL・169）

　3．　「（主語十）ろθ」が省略されているもの。

　　（4）Just㈱”仰g’my　stockmgs（DS．38）

　　（5）You5刎o尾加gξ（DS：16）

　4．命令文の進行形。

　　（6）P1ease加棚桃伽9・about　me一（DLL
　　　232）

　51現在進行形受動態及び現在完了進行形

　1．2現在進行形の使用頻度と文体

　ここに収集した資料から判断して，現在進行形は明ら

かに口語体の文章において多用されると言うことができ

る。たとえばル伽αz肋㈱には遇去進行形は多用さ

れているが，現在進行形の用例は極めて少なく，その14

の用例はすべて引用符を付した会話体での用例である。

またL0ηθ8肋ツにしても，回想形式で書かれた小説

であるから，遇去進行形は極めて多用されているが，現

在進行形の用例は比較的少なく，その47の用例のうち，

地の文での用例はわずかに5例であり，その他はすべて

引用符付きの会話体なのである。それに対し，1）α”ツー

五〇惚一工θg5は現状報告を中心とする口語体の手紙文か

らなる小説なので，過去進行形に比べて現在進行形が圧

倒的に多用されているし，1＝）ω挑ザα8α13㈱伽や

3醐㈱8肋砿は自然な生の英語そのものであるので，

やはり現在進行形が圧倒的に多用されているのである。

　したがって，過去時を基調とした小説であるル5刎α1

肋舳や工0閉及0ηでは，遇去時制の一種である遇

去進行形が多用され，現在時を基調とした口語体からな一

る1）α♂∂ツームo勿g－11左冨5，Dθα挑g戸α3α1θ3物α〃，8θ5α刎θ
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8肋功では，現在時制の一種である現在進行形が多用さ

れていると言うことができよう。つまり，その頻度数か

ら言えぱ，過去進行形が1iterary（written）sty1eで

あるのに対して，現在進行形はco11oqu1a1（spok㎝）

sty1eであると言えるであろう。

　1．3動詞の使用頻度

　500例の現在進行形において，どのような動詞がどの

ような頻度で用いられているかについて調べてみた結

果，3回以上用いられている動詞をその頻度数とともに

示せば次の通りである：9o（28），〃尾（28），9’〃（24），

60ηκ（17），んαηθ（11），姥〃（11），∫αツ　（10），1oo尾（9），之α加

（9），　ヵんづ〃尾（9），　¢㍗y（9），　〃2α尾θ（8），　∫〃（8），　ωブ姑θ（8），

oαブ㍗y　（7），　んαククθ〃　（6），　r3αゴ（6），　あ〃〃∂（5），　∂｛θ　（5），

ノセ6Z（5），ク1αツ（5），ωα加（5），α5尾（4），み～gゼ〃　（4），θα之（4），

召〃ゴoツ　（4），ノーα∂召（4），　13αηθ（4），　1o∫θ　（4），　5庇4♂ツ　（4），

砂αた1z（4），ωoプ尾（4），6ブ加2g・（3），6尻α〃g・θ（3），∂ブづη6（3），

θ”クθo8（3），　！ゴ〃6（3），　g｛ηθ（3），　んα〃g　（3），　Zθαブ〃　（3），

伽肋（3），伽θ（3），クα伽（3），μ〃・（3），舳∂（3），5Z砂

（3），5肋寸（3），5切ツ（3），∫肋Z（3），ωα鳩（3）．このような

結果を一見しただけでも，いかに日常的な基本的な動詞

が多く用いられているかがわかるが，それはまた，現在

進行形が口語体であることを裏付けるものでもあろう。

　次に，この頻度数からみて代表的な動詞の例文を少

し，Dω砺φα8ω1ω刎伽からあげておくことにしよ

う：

　　　（7）Sudden1y　I　rea11ze　I’㎜理⑪量醐’s1xty　m11es

　　　an　hour　and　I　don’t　remember　the1ast　flve

　　　nユinutes　（8）

　　（8）What蹴㊧you施皿k㎜’aboutp（42）

　　（g）Popu1at1on胴理e肘旦皿塁out　of　contro1　（12）

　　　（10）When　you　wr1te　you’㈹c⑪醐｛皿g　he’s

　　　a11sm11es，and　ta1ks　about　the　future，and

　　　－he’s　just　wonderfu1（54）

　　（11）Pop，11sten－L1sten　to　me’I’㎜細㎜㎜g

　　　you　somethmg　good（116）

　　（12）We’鵬h蝋㎜理d1mer（94）

　　（13）He1istens　attentive1y，trying　to　pick　up

　　　what　W111y蝸脇y且皿g（14）

　なお，現在進行形受動態の用例は極めて少なく，調査

した範囲には，DLL（5），DS（2），LS（1），AF（O），SS

（0），全体でわずかに8例が認められたにすぎない。ま

た，現在完了進行形については，小寺（1977）ではその

用例が極めて少ないことを報告したが，今回の調査で

は，DLL（37），DS（18），LS（O），AF（O），SS（2），全体

で57例が認められた［ただし，DSにはIわ脇ωoπ一

ゐη侶whyyoupo11shthecarsocarefu1（25）の
ような例が3例みられたが，それはcOmtしていな
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い］。この結果からすれぱ，現在完了進行形は口語体の

文章ではかなり用いられると言えそうであるが，著者や

話者の使用に対する好みといったものがタあるいはある

のかも知れない。

　14動作動詞の現在進行形

　さて，それでは具体例の検討に入ろう。現在進行形と

いうのは確かに，次の例のように，実際に今目の前であ

る動作が行なわれていることを示すことがある：

　　（14）“Bu11sh1t　You’蝸1⑪⑰k刃醐理at　my1egs”

　　　（LS：31）

　　（15）“You’蝸d1rw㎜g11ke　a　man1ac，”Jemy

　　　said．（LS：38）

ところがこのような用例は，筆者の収集した資料の申に

は実はそれほど多くは含まれていないのである。

　つまり，現在進行形は「現在進行中の動作」を示すと

は言っても，語者が話しているその瞬間にその動作が行

なわれていなければならないという必要性は全くないの

である、たとえば次のような文，

　　（16）Let　n工e　see1f　I　can’t　th1nk　of　somethmg

　　　e1se　p1easant－Oh，　yes－I’蘭江且e鮒唖重困g　to

　　　skate，and　can　g1ide　about　quite　respectab1y

　　　a11by　myse1f．（DLL：57）

　　　（17）We’鵬鵬a砒醜理　Mar1e　Bashk1rtseff’s

　　　〕ourna1（DLL・108）

などは，何よりも今手紙を書いているのであるから，今

その動作が行なわれていようはずがないのである。これ

らは一時的な，まだ完結しない，断続的な現在進行中の

動作を示していると考えられよう。

　このように，現在進行形は，現実には動作を伴わない

で断続的な動作を示すということから，次の例のよう

に、それが反復や習慣（的行為）を示すということも何

ら不思議なことではない：

　　（18）I　don’t　be11eve　I　can　be　gomg　to　Heav－

　　　en－I硯皿亘理et胡醐理　such　a1ot　of　good　th1ngs

　　　here，1t　wou1dn’t　be　fa1r　to　get　them　here－

　　　after，too．（DLL：119）

　　（19）B1ff－where1s　he？Why油he施k童皿磐

　　　everythmg？（DS　39）

　　（20）“Y鮒not㊧＆揃皿’enough　sa1t”（LS：12）

　これらの文（16）一（20）においては，「現在進行申の動

作」すなわち，「今～している」の意味が広義に解釈さ

れており，それはいわぱ，……という点的な動作が，

一という線的な，ある継続の幅をもってとらえられて

いるのであると言ってもよいであろう。

　いま進行形においては，動作が継続的にとらえられ

るということを述べたが，それはまたその動作を状態化

してながめることを意味すると言うこともできよう。元



18 現在進行形についての一考察

来，継続と状態とは不可分の概念であるからである。し

たがって，現在進行形は、次の例のように，現在継続申

の動作を示すことがあるが，それは‘1m1ted　durat1on’

というある範囲内での状態を示していると言っても同じ

ことなのである。

　　（21）S・11・・i・蝸独皿五㎎f…1…　p…1d・・t，

　　　and　un1ess　a11s1gns　fa11，she　1s　g01ng　to　be

　　　e1ected．（DLL：97）

　　（22）And　I16oked　at　the　pen　and　said　to

　　　二myse1f，what　the　he11塾醐　I　g蝸跳i皿g　this

　　　for？（DS：138）

このように，動作に1m1ted　durat10nを持たせて，そ

れをいわば状態化してとらえるξいうことは，進行形の

大きな特徴であると言えよう。

　これに関連して，たとえば次のような言語事実を考え

てみることは意味があろう［Cf．安斎（1971：162）］：

　　　　　　　　　1eam　the　answer
　I　forced　him≡to　＊know　the　answer
　　　　　　　　　＊be　s1eep1ng

趾舳的膳誰鮒
　つまり，この事実は，加伽という動詞はその補文に

非状態動詞，つまり動作動詞を要求し，5θ㈱という動

詞はその補文に状態動詞を要求することを示していると

考えられるが，5z3ψという動詞に関して言えば，

3z妙そのものは非状態動詞であるのに，6θ31妙加gと

いう進行形になると，それは状態動詞と同じ性質を表わ

し，状態動詞化することを示していると考えられよう、

これは進行形が動作を継続的に休態化してとらえるもの

であることを示す証拠であると言えるのではないだろう

か。

　あるいはまた，スポーツの実況中継などを考えてみて

もよい。footba11などの動きの速いスポーツでは単純

形，rOWingなどの動きの比較的ゆっくりとしたスポー

ツでは進行形が，それぞれよく用いられる〔Cf．Leech

（1971：15）コが，これについてたとえぱC1ose（19772：

77）は次のような例をあげている：

　Johnson　passes　to　Roberts，Roberts　to　Watkms，

　　Watkins　takes　it　forward，oh　he　s1ips　past　the

　　centre　ha1f　beau乍ifu11y，he　shoots．

　Oxford　are　rowmg　sp1end1d1y＿one－two－three

　　＿four＿they　are〕ust　commg　m　s1ght　of　Ham－

　　mersm1th　Br1dge　Ah＿Ca㎜br1dge　are　mcreas－

　　ing　their　pace．

進行形について言えば，それは動作を完結したもので

はなく，進行中・継続中のものとしてとらえるのである

が，換言すれば，それは動作にあるdurationをもたせ

て，それをスローモーション的に状態化して分析的にと

らえているのであると言えよう。

　さて，現在進行形はさらに，次の例のように，「～し

つつある」，「～しかけている」，「～しようとしてい

る」という動作の‘prOcess’を示すことがある：

　　　（23）You　had　finished　our　schoo1at　fourteen，

　　　and　havmg　done　so　we11m　your　stud1es＿

　　　not　a1ways，I　must　say，m　your　conduct－1t

　　　was　deter㎜med　to　1et　you　go　on　m　the

　　　▽111age　h1gh　schoo1Now　you馳鵬地皿蝸鮎醜理

　　　that，　and　of　course　the　asy1um　cannot　be

　　　responsib1e　any　1onger　for　your　supPort．

　　　（DLL：17）

　　　（24）‘‘She’s副y五皿9．”（LS：97）

　つまり，文（23）は「学校を終えようとしている」とい

うことであり事文（24）は「死にかけている」ということ

である。したがってそれぞ卯の動作そのものはまだ完結

しておらず，そのprOcessの中にあるのである。

　また，現在進行形は未来。予定。意志。命令1禁止な

どを示すことも多いが，それぞれの例を次に示そう：

　　　（25）　Soon　or1ate　the　day蝸c⑰醐螂㎜理，

　　　Tyrant　Man　sha11be　o’erthrown，

　　　And　the　fru1tfu1f1e1ds　of　Eng1and

　　　Sha11be　trod　by　beasts　a1one　（AF：13）

　　　（26）No，Lmda，what’8g⑪亘遡’on？（DS：91）

　　　（27）He’s　P1盈y五蛆g　in　Ebbets　Fie1d．（DS：91）

　　（28）I’m　理⑪㎜葛　to　Washmgton　m　a　few

　　　mmutes　（DS・93）

　　（29）We11，I’醐b醐皿g㎜理1t　backl（DS27）

　　　［ただし，このセリフには伽gブ伽というト書

　　　があるコ

　　（30）I’㎜not　c⑪㎜這醐豊back　any　more．（DS：

　　　134）

　　（31）You’鵬　c⑰㎜亙皿’　home　th1s　afternoon

　　　captam　of　the　A11－Scho1ast1c　Champ1onsh1p

　　　Team　of　the　City　of　New　York．（DS：90）

　　（32）“You’蝸　sねy皿皿9for　d1nner　That’s　an

　　　order．”（LS：45）

　　（33）You’蝸not　g⑪i蛆曾near　hi㎜！（DS：129）

　　（34）You’鵬not施肱晒g　to　h1m一（DS　131）

　これらの用法はすべて，さきのprocessの用法に関

連づけてとらえることができるように思われる。即ち，

未来・予定。意志などは，現実として物理的にその動作

が始まっているわけではないが，話者の気持ちの上では

すでにそれが始まっており，たとえ未来のことであって

も心理的にはその動作は現在進行申なのであり婁その

processの申にあると言えるのである。これはいわば

processを心理的に拡大解釈したものと言えよう。この

ように考えれば，「お前は～するProcessの中にある
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のだ」という進行形が、文脈によっては命令の意味で用

いられたり、それがまた否定文で用いられると禁止を表

わしたりすることも了解されよう。

　また，進行形はこのように主観的。心理的な表現でも

あるから、話者の感情的色彩が伴うことが多いのも当然

であると言えよう。意志そのものがすでに感情表現の一

種なのだが，たとえば文（29）の中には当然のことながら

怒りが込められているはずであり，話者の開き直ったよ

うな感情がよく出ているように思われる。あるいはまた

文（19）の反復の申には，明らかに話者の非難・不満・困

惑⑤いらだちといった感情が含まれていると解釈されよ

う。そして，ごれらの感情的色彩が最も顕著に表面化す

るのは，次の例のように，αZωαツ8，Co鮒伽伽，！oブωκ

等の強調。反復の副詞（旬）が伴う場合であると言える

が。それは反復的動作が言外に必然的に何らかの感情を

伴うものであるからである：

　　（35）You鮒e　α1ωの15h画Y蛆9to　th1nk　of　so

　　　many　thmgs　thatare　outof　doors　and　g㊤伽胴磐

　　　sp011ed　（DLL．164）

　　（36）　I劉耐匝α1吻αツ5　固エ盟敗更皿塁　thls　an　excuse，

　　　am　I　not？（DLL：191）

　　（37）The　way　peop1e鮒e！oκη脈亙⑰lH蛆理the1r

　　　eyes　to　heaven　and　saying，“Perhaps　it’s　a11

　　　for　the　best，”when　they　are　perfect1y　dead

　　　sure1t’s　not，makes　me　enraged（DLL’214）

　　（38）See，B1ff　everybody　aromd　me1s　so

　　　fa1se　that　I’醐　oo郷肋〃Zツ　1⑰w鮒亙皿理　㎜y

　　　idea1s．．．（DS：20）［ただし，このセリフには

　　　伽肋㈹∂というト書があるコ

進行形はその他いろいろな感惰的色彩を伴うが，その大

部分は文脈によるものであるように思われる。

　ところで，現在進行形について注意しなけれぱならな

いことは，その意味。ニュアンスが文脈によっては全く

異なるものであり得るということである。たとえぱ次の

ような例をみてみよう：

　　（24）　“She五8也y孟醐9．’’（LS：97）

　　（39）“Jenny，for　Chr1st’s　sake，how　can　I　read

　　　John　Stuart　M111when　eYery　smg1e　sec㎝d

　　　I’㎜的㎜g　to　make1ove　to　you　P”（LS・31）

　　（40）Linda：He’圏湿y重晩g，Biff．

　　　　　B雌：Why　is　he　dying？

　　　　　Lmda　He’s　been　trymg　to　k111h1mse1f

　　　　　（DS：58）

文（24）は「死にかけている」というprocessを示す用

法であり，臨終に近いことを示す。文（39）は「～した

くて死にかけている，死にそうである」という、やはり

processの用法であるが，これは「～したくてたまらな

い」という意味のld1omat1cな一種の誇張表現となっ

ている。また，文（40）は，やはりこれもprocessの用

法であるが，前後の文脈から，「死のうとなさっている

のよ」というような意志を読みとることができよう。

このように，同じろθみ加gでありしかも同じprocess

の用法でありながら，文脈次第でその意味，ニュアンス

がこれほど異なってくるのである。次は同じ表現が文脈

に応じて2通りに用いられている例である：

　　（41）Groyer　Hey　everybody，1t　1s　Grover

　　　　　　ca111ng　you，

　　　　　A11．What1s1t？What’s　h叩脾㎜囲葛P

　　　　　（SS：6）

　　（42）Groyer・Come　on　oyer　here　gather

　　　　　　around　Th1s1s　gomg　to　be　so　much

　　　　　　fun．Big　Bird，are　you　here？

　　　　　B1g　B1rd．Yeah，what’s　h劉唖⑧皿1皿理？

　　　　　（SS：6）

文（41）は。「何だ何だ。どうした。」という現在進行

申の動作，文（42）は，「うん，何が始まるの？」という

近接未来を，それぞれ示していると言えよう。このよう

に進行形というのは，ある意味ではその意味が文脈に依

存するという，かなり100seな表現であると言える

が，それだけに極めてdynam1cな側面をもつものとも

言うことができよう。そしてそれはまた，進行形のもつ

大きな特徴の1つなのである。

　なお，これに関連して，たとえぱChafe（1970：175

－178）は，次のような例をあげて，それぞれが4通り

に解釈が可能であることを述べている：

　Bob1s　smgmg
　Bob　is　opening　the　door．

つまり，progressiYeな用法として，単一動作（non－

generic）及び反復動作（generic）の2通り，そして

anticipativeな用法として，近接未来の単一動作（non－

generic）及び近接未来の反復動作（generic）の2通り

の合計4通りというわけである。

　15状態動詞の現在進行形

　状態動詞は原則として進行形をとらないとされている

が，決してとらないわけではない。確かにその用例は少

ないけれども，意図的にそれが用いられている場合もあ

るのである。そしてその際，話者は何を意図してあえて

進行形を用いているのかということが間題となるが，こ

こでは収集資料にみられる実例を若干あげる程度に留め

ておくことにしたい［詳しい議論については，Cf．2．留コ。

状態動詞と言えば，まずゐωθ，みθ，伽6などが思い浮か

ぶが，その例を次に列挙してみよう。

　　（12）We’㈹血酬醐g　dmner（DS・94）

　　（43）I勧醐。h盟Y重皿磐sub1mgua1g1and　swe11mg

　　　（DLL：一64）
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(44) Aren't Judy and Jervie having fun ? 

(DLL : 94) 

(45) I haven't mentioned any lessons of late ; 

but we are still having them every day. 

(DLL : 134) 

(46) But I still don't enjoy getting Sallie's 

letters about the good times they are hav-

mg m camp ! (DLL : 143) 

(47) Well, Daddy, Master Jervie's here. And 

such a nice time as we're having ! (DLL : 

154) 

(48) Such a lot of adventures we're having ! 

(DLL : 155) 

(49) Very miscellaneous weather we're hav-

ing of late. (DLL : 193) 

(50) We're having fancy dancing in gymna-

sium class. (DLL : 210) 

(51) We are tramping over the hills and 

reading and writmg, and havmg a mce 
restful time. (DLL : 222) 

(52) Poor Jimmie is having a bad time 
peddling his bonds. (DLL : 230) 

(53) Is Mother living with you ? (DS : 45) 

(54) I know that I was to write nice, Iong, 

detailed letters wathout ever expectmg any 

answer. You're uiving up to your side of 

the bargain-1'm being educated and I 

suppose you're thinking I'm not living up 

to mine ! (DLL : 142) 

(55) It has been nearly two months since I 

wrote, which wasn't nice of me, I know, 

but I haven't loved you so much this sum-

mer-you see I'm being frank ! (DLL : 141) 

(56) William, you're being first-rate wrth 

your boys. (DS : 52) 

~~AJi~~~･~)fB~lJ C~*"~5;~~~, have IC~~~Cl~, ~c~l~(~ 

r~~~O~V1;~J ~V1 5~~~~'~'~~~~,.,_.~I~~~ F~:~~ I~ 1 ~) ~ t~ 

~ , ~~~~ dynamic verb ~ U~CDF~l~J~:~a~;~ ~-'=･~~ ~~ 

~; 5 . ~Q ~ , eat, enjoJv, experience, receive f~: ~ C~~1 

rF~l~~~;/~~ 7 ~-;~~~ ;~ ~ a)}~~> ~ t~: ~) c~'*=" ai) ;~. 

be r(L-~V~C~~]f~i~a~ ~. ~"tL~~tL say behave t~:~ 

~)~1{/F~1~1~;/~~ 7 ~ -;~:'~>~f~~~a5 ;~ C ~) C ~~> 

~ , ~~;('~J~~I~~j~~~'*=~~~1-'~'~'"-'~~~~fiS~1~i4~T~;~i~:~~~ ~ ~ ~ ~) 

~~~~~tLJ: 5. ~:uCL~tL~ ~~tC, ~~;'~r~~'~~(Z)~19~~~ 

t~:~~fr~~~~ ~~~~~~ c'~<"~ ;~~~z~);~ 5 . 

~~7C, Iive eC1)V~~~ , Iimited duration ~j)~V~l~ 

temporarmess ~ V* 1) fC ;L * 7 ~' 7~~>' ~~~,~l~ L) ~ tL";) ~~. 

C. ~a)~~~~~1j~~:L/' ;~i~) activity a5~~~l~ Process 

;~3~~1-･~'-'-' ~;~~>~~~aj) ;~ ~ ~~~;~~)~~I~f~~~V~~;~ 5 ~). ~ 

~CC~) C ~h)~ ~ -~:}C, ~:~~:~~~~~-~~:8~ ･ 7~<~~~~ -

4~~ljA~ B~8~1 ~!~* ~~8~l ･ S~!~i0~ ･ ~~~~A~l C'~*"a5;~C~~~ 

T~~~tL~; J~ 5 ~(J~,EE1:~~~)tL~. 

~ ~ IC~:' ~)~;a)~~~*~..~1~1~)~~;'(~'~r~~~);~:~U~~~eC~lj~~~~ 

;~~> ~a)~j~~ ･ ::-7;/~:IC~V~Ce~~5l~~~L~~~I 

~)C~~>'~~~i~~~~~a5;~~. ~:~~, ~~)~~;~tl~? ~b 

c~~'~ 'activity verb' ~tCl~ 'process verb' ~ ~~;~:V~ 
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(57) "I'm counting on you to be strong, 

you hockey jock," she said. (LS : 105) 

(58) I'm expecting someone but I d lrke a 

(DS : 104) 

(59) Good-by, Daddy. I hope that you are 

feeling as happy as I am. (DLL : 47) 

(60) He's finding himself, Willy. (DS : 11) 

(61) Your pajamas are hangimg in the 
bathroom. Willy ! (DS : 66) 

(62) Mom's hearing that ! (DS : 23) 

(63) Fifty-seven irregular verbs have I in-

troduced to my brain in the past four days 

I'm only hoping they'll stay till after 

examinations. (DLL : 55) 

(64) "Are you implyimg that Harvard Law 

School has accepted a man who can't even 

define 'okay' ?" (LS : 55) 

(65) He has gone, and we are Inllssmg him ! 

(DLL : 163) 

(66) You wouldn't believe, Daddy, what an 

abyss of ignorance my mind is ; I am just 

realizing the depths myself. (DLL : 45) 

(67) Lmda is sitting where she was at the 

kitchen table, but now he notices that she 

is mending a pair of her silk stockings 

(DS : 38) 

(68) If you are thinkiug of raising chickens, 

let me recommend Buff Orpingtons. (DLL : 

89) 

(69) Good night. Daddy dear, and don't be 

annoyed because your chick is wantimg to 

scratch for herself. (DLL : 168) 

(70) I'm just wondering if Oliver will 

remember him. You think he might ? (DS : 
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　2、現在進行形の本質的意味機能

　今までの論述において，すでに動詞を大きく動作動詞

と状態動詞の2つに分けて扱ってきたが，ここでは動詞

のもつ意味（素性）に基づいて，さらに細かな下位分類

を行ない，それとの関連から，進行形のもつ本質的意味

機能について考察してみることにしよう。

　2．1動詞の意味論的下位分類

　Quirk　et　a1．（1972：39）は，進行形をとらない動詞

をSTATIVE，進行形をとる動詞をDYNAMICと呼
んで区別し，次のような説明を与えている：

　It1s　norma1for∀erbs　to　be　dynam1c　and　even

　the　mmonty　that　are　a1most　a1ways　statwe　can

　usua11y　be　g1ven　a　dynam1c　use　on　o㏄as1on

ここでは‘On　O㏄aS1On’と言っているが，われわれ

がこれから考察しようとしている中心問題は，具体的に

はいったいどんな場合に，StatlVeでも進行形をとり得

るのかということである。それを明らかにするために

は、動詞を意味のタイプに応じてさらに下位分類して検

討する必要があると思われる。ここではLeec1h（1971：

18－22）の考え方を軸にして考察を進めていくことにす

るが，彼は動詞を次の8種類に分類している：

　A　瞬間動詞（MOMENTARY　VERBS）．んπω〃ψ，

　　　　脇，加卿，肪尾，加06尾，〃04妙，ω械，etC．

　B　移行的出来事動詞（TRANSITIONAL　EVENT
　　　　VERBS）．〃ブ〃3，∂κ，！α〃，Z伽4　Z6仰θ，

　　　　1036，5カ0少，etC．

　C　清動動詞（ACTIVITY　VERBS）・伽柳冶，肋，

　　　　枇ツ，伽伽，閉∂，ω0柚，鮒伽，etC．

　D　遇程動詞（PROCESS　VERBS）：o12伽9θ，帥oω，

　　　　刎励㈹，∫Z0ω60舳，ω肋〃，∂碗伽閉加，etC．

　E　受動的感覚の動詞（▽ERBS　OF　INERT　PER－

　　　　CEPTION）ノと4，加αη∫κ，5刎θ〃，肋晩

　F　受動的認識の動詞（VERBS　OF　INERT　COG－

　　　　NITION）ろθ肋閉，力7g功，んo卯，㈱αg・肋3，

　　　　伽0ω，棚〃0犯，ω〃㈹肋6，etC．

　G　所有と存在の状態動詞（STATE　YERBS　OF

　　　　HA▽ING　AND　BEING）：加，ろεZoηgヵo，

　　　　60肋伽，60郷畑功60∫玄，6ψ〃0η，∂脇岬θ，

　　　　加肋，刎α娩7，0ω椛，㈱舳肋，etC．

　H　身体感覚の動詞（VERBS　OF　BODILY　SEN－

　　　　SATION）：α6加，ノをθZ，加〃，伽ん，肋2φθ，

　　　　etC．

このうち，AからDまでをdynam－c　verbs，EからH

までをstative　verbsとしてとらえることができる。

ただし後者については，学者によっては用語が異なって
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いる場合があり，たとえぱHomby（19752：105）はそ

れを‘nonconc1us1Ye　verbs’（非完結動詞），Pa1mer

（1974：70－73）は‘non－progressive’verbs（非進行動

詞）と呼んでいる。状態動詞という用語は厳密には正確

なものではないが，ここでは広義に用いていることにな

る。

　2．2動作動詞と進行形

　2．2．1瞬悶動詞

　この種の動詞に対して，たとえばQuirk　et　a1．（1972：

96）は次のように説明している：

　Momentary　verbs　have11tt1e　durat1on，and　thus

　the　progress1ve　aspect　powerfu11y　suggests　repe＿

　titiOn．

・・…1・・鰍協。滅n漂、、、a。、m、、）／f・・j・・

　0f　course，　the　progressi∀e　aspect　does　not

　a1ways　imp1y　repetition　with　these　yerbs，略

　　The　man　湖ω〃刎ク吻g　off　the　bus　when　the

　　　po11ceman　caught　h1m

つまり，瞬間動詞はその辞書的意味からして，ほとん

どdurationをもたないので，その進行形が1i㎜ited

duratiOnをもつためには，通例その動作の反復を含意

せざるを得ないということであるが，durat1onをもた

せるもう1つの方法は、時間の流れ，つまりその動作の

速度をs1ow　downし，いわばスローモーション的にと

らえるということであろう。換言すればそれは瞬間的動

詞を遇程動詞として分析的にとらえることなのである。

いずれにせよ，このような瞬間動詞の進行形はその

tme　spanを拡大することになるように思われる［Cf

Leech（1971：15）］。

　2，2．2移行的出来事勲詞

　Leech（1971：19）は，この種の動詞の進行形は，

‘an　αククηoα6ん　to　the　transition，　rather　than　the

transition　itse1f’を示すと説明しているが，同じよう

なことはQuirketa1．（1972：95）にもみられる：

　The　progress1ve1mp11es　mcept1on，　κon1y　the

　approach　to　the　translt1on　Compare　the　fo11owmg

　pa1rs：

・・・・…鮒雲ブ、、、、。

・・・…㎜・・鰐∂ツづ、。

っまり。移行的出来事動詞の進行形は，その動作が文字

通りtrans1t1ona1であって，決して完結してはいない

ということなのである。

　Leech（1971；16）はまた，次の例，

擁暮二1燃。2加”。

をあげ，感嘆文的な単純形はバスが完全に停止したこと
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を示すが，進行形はバスが停止しようとしてスピードを

落としてはいるが，完全に停止してはいないことを示す

と説明している。つまりこの場合の進行形は，‘be　about

to　stop’ほどの意味なのである。

　したがって，これらの動詞の進行形はその動作の

processを示すと考えてもよいように思われる。つま

り，その動作aを，いわば｛a1，a。，．．．am，．．．a卜1，a。｝

というふうに，分解写真。スローモーションで，分析

的・段階的にながめているわけであるが，決してその最

終段階のa。には到達していないということなのであ

り。Processから派生する観念であるincomp1eti㎝が

含意されることもまた当然なのである。したがって考え

方としては，後述する遇程動詞とほとんど変わるところ

はないものと言えよう。

　223活動動詞
　この種の動詞は最もふつうに進行形に用いられる動詞

であって，その単純形が一般的な事実，習慣を示すのに

対して，その進行形は現在進行中・継続中の動作を示す

が，それは同時に1m1ted　durat1onを示唆するものと

言えよう。このことは，たとえばZandvoort（19695

37－38）にみられる次のような例，　
｛　What舳you㈹伽gP＿0h，so皿e　trash
　　I　p1cked　up　at　a　booksta11
　I　se1don1　ηθo∂French

脇1旭胤i鵬君stand3θなinthewes七

を比べてみても明らかなことであろう。

　224遇程動詞
　この種の動詞に対してLeech（1971：19）は次のよう

に述べている：

　As　a　process　ordmar11y　has　durat1on，　but　not

　1ndefm1te　durat1on，　these　verbs　a1so　tend　to　go

　with　the　Progressive　Aspect：　丁加ωω挑ぴIS

　CHANGINGカブ伽ろθ肋r，η3ツ’RE　WIDENING
　カん6　ハ0α∂；etC．

つまり，Quirk　et　a1．（1972：95）でも述べられている

ことであるが、この遇程動詞はさきの活動動詞とともに

最も頻繁に進行形をとるということができよう。

　また、　Homby　（19752，107）　などが　‘mchoat1ve

verbs’（起動動詞）と呼んでいるものは，ほぼこの種の

動詞に相当するものであると思われる。起動動詞という

のは，‘a　Yerb　that　d．enotes　thebeg1mmg　deYe1op－

mentorfma1stage，ofachangeofcond1t1on’っ
まり，状態の変化の開始，進展，または最終段階［つま

り結果コを示す動詞［つまり，「・…・・になる」の意味を

表わす動詞コのことであり［Cf．伊藤（1977：149）コ，そ

の代表的なものとして彼は，g砿，みκ0伽θ，帥oω；

60伽，go，批㈹、力”，舳2，閉αブなどをあげている。因

みにそれらの例文を若干Homby（19752，107－111）か

ら引いてみよう：

　The　oユd　man加g3肋2g　weaker．

　0ur　work加ろθoo伽伽9more　interestin島

　It’3gηαω｛〃9／9砿劫ηg／あ360刎オ〃9dark．

　She’5帥oω加g／9漱加9to　be　more　and　more1ike

　　her　nユother．

　He’3go加g　baユd．

　The　apP1es伽θ肋閉伽9／ろκo〃z加9red．

　以上の例からも知られるように，これらの動詞を進行

形で用いると，その動作が始まっている，あるいは始ま

りかけているということを示すのであって，決してそれ

が完結したことを示すのではないことは，移行的出来事

動詞の場合と全く同じである、文字通りそのprOcessの

申にあり，この場合もやはりmcomp1et1㎝の概念はつ

きまとうことになるのである。

　なお，Hombyからの例の中には実は，比較級が含ま

れているものが多いが，これは決して単なる偶然ではな

いであろう。進行形に比較級が伴うことが多いのは，そ

れが徐々に変化していくというprocessを示すのに都

合がよいからであり，．このことは後述の状態動詞の進行

形による遇程動詞化にもみられる現象であることを考え

合わせると興味深いことと言えよう。

　2．3状態動詞と進行形

　2．3．1受動的感覚の動詞

　この種の動詞に対して‘inert’という形容詞がつけら

れているが，それはLeech（1971：20）の説明によれ

ば，たとえば脇という動詞はZ00尾〃などとちがっ

て行為者としての積極的な意志をもたないからというこ

とになるであろう。つまり螂や加〃などの知覚動詞

は本来的に無意志動詞なのである。

　ところが，Leech（1971：23）によれば，inertなは

ずの知覚動詞のうちでも，伽1，肋吻，㈱θ”の3つは，

‘active　perception’を示すのにも用いられ，その場合

それらは‘aCtmty’CategOryに属するので事自由に進

行形をとることができるとして，次のような例などをあ

げている：

I（6伽）3閉θ〃the　perfulme　［INERTコ｛I’刎洲θZ伽g　the　perfume［ACTIVEコ

I（oαπ）肋晩sa1t　m　my　porr1dge［INERTコ

｛I’刎玄α∫娩ηg　the　porr1dge，to　see1f　lt　conta1ns

　enough　sa1t［ACTIVEコ

つまり，これらの動詞は，意志を有するかまたは有し

ないかにより2通りの用法があると考えられるのであ

る。

　それに対し，さらにLeech（1971：23）は，棚と

加〃はaCti▽eな意味では用いられず，そのような意

味を表現する場合には100冶励と脇θ〃広oとがそれぞ
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れ別に用いられるとして，次のような例をあげている：

脇詰蝋胤ユ搬滋、cξI憧絆。コ

I（oα〃）加〃what　he1s　say1ng［INERTコ｛I’刎〃晩〃〃2g之o　what　he　ls　saymg［ACTIVEコ

つまり，動詞によってそれぞれの意味の分担がきまっ

ているのである。そして，mertな用法とaCt1Veな用

法との違いは，単に‘ag㎝Cy’（行為者性または発動力）

があるかないかの違いにすぎず，100ゐα玄と搬θ〃oに

っいては，それらは有生の行為者性を含む（‘invo1Ying

an1mate　agenCy’）ものと，彼は考えているのである。

っまり，もっと平易に言えば，その行為をしようとする

積極的な行為者としての意志があるかどうかということ

がinertとaCtiVeのそれぞれの用法を区別するポイ

ントであると言えよう。

　以上のことをQuirk　et　a1．（1972：353）ふうに述べ

れば，‘agentive’（動作主）の主語を要求するZoo尾砿

やZ｛5肋勿に対して，脇や加〃の知覚動詞は
‘recipient’（受容者）の主語を要求し，それ以外の

肋3柘，5伽”，伽Zという知覚動詞は，agentiVeの意味

とrecipientの意味の両方をもっているのであるとい

うことになろう。そして，このように主語をr㏄ipient

からagentiVeへと切り替えることが，進行形のモーメ

ントであり発動力なのであると言うことも出来よう。

　なお，このようなmertからaCt1Veへの切り替え

という考えは，つとにたとえばSweet（1898：98）にす

でにその萌芽がみられるものである。即ち，彼は感情や

身体的及び精神的知覚等　（‘fee1mgs，phys－ca1and

menta1percept1ons　etc’）を表わす動詞はとくに単純

形でしかおこらないのだが，意志または動作の要素が際

立ってくると進行形が用いられる（‘Butassoonas
the　e1ement　of　vo11t1on　or　act1on　becomes　pro㎜一

1nentthedef1n1tetensesre－assertthe1rr1ghts’）と

して，次のような例などをあげて比較している：

He　doesn’t5紹1t｛Heω3脇〃g　the　s1ghts

　jIゐθαブa　nOiSe．

　lI舳ん鮒加g1ectures．

　またHomby（19752：103－104）も次のような例な

どをあげている：

　r刎　3紹仰9一（Pay1ng　a∀1s1t　to）　my　dent1st　th1s

　　aftern00n

Wh1ch　judgeκ加α舳g（try1ng）the　case？

　もっとも，これらは本来のinertな意味の用法でもな

ければ，ただ単にそれを動作動詞化した用法でもないと

いうことに注意しなければならない。つまり、これらは

全く別の意味の活動動詞として用いられており，もはや

知覚動詞としての用法ではなくなっているのである。

　さらにまたLeech（1971：23）は‘Pass1▽e’と呼ば

れるのがもっとふさわしい，3番目の種類の知覚動詞が

茂　　明

あるとして，次のような例文をあげている：

鵬t認撚；、まkeMa「tha㌔voic巳
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そしてここでもまた，次のように，∫榊”，肋飲，力3z

の3つは，この特別の機能をそのままの同じ形で果すの

であると言う：

　This　peachノ≧θZ5／5ηκ〃3／肱並θ59ood．

もちろんこれらも進行形はとらないのであるが，1oo是だ

けは例外で，

You　Zoo尾we11．｛You’〃Zoo肋zg　we11．

の両方が可能であり，これは

膿鳩㌧。、。。

の両者が同じ意味で用いられることからの類推によるも

のであろうと述べている［Cf．玖3．4コ。

　さて，以上に述べてきたことから，感覚動詞の基本的

な用法には1nert，act1ve，pass1yeの3通りがあること

になるが，Pa1mer（1974・75－76）を参考にしてそれ

を整理してみると次のようになるであろう。

　［INERTコ

I8㎜⑧n　f1ow－

　erS．

I　危盟s奄㊧　sa1t　in

　the　sou臥

I　f鮒皿SOme－

　thing　rough．

I馳⑧my
　brother．

I血e雛muSlC

［ACTIVEコ

I’醐8醐。elH匝悪

　the　f1owers

I’㎜せ鯛碗珊屠

　the　soup．

I’㎜f艶H醐理

　the　c1oth．

I’醐1⑪⑪虻㎜理

　就my
　brother．

I’㎜皿聰伽皿㎜g

舌⑪the　mus1c

　［PASSIVEコ

The　f1owers

　s醐爬H1ove1y．

The　soup
　竜観8也㊧s　sa1ty．

The　c1oth

　feels　rough．

He且⑰⑪虹s

　we11．

It　S⑪幽胴d－S

　beaut1fu1

　そして，Pa1merの説明を適用すれば，INERTの用

法が‘acqulre　the　sensat1on’の意味をもつpr1vate

verb　であり，　PASSIVE　の用法が　‘Produce　the

sensat1on’の意味をもつ　yerb　of　stateであり，

ACTIVEの用法は‘act　to　acqu1re　the　sensat1on’の

意味をもち、non－Progresswe　Yerbではない、という

ことになろう。

　ところで，加αブや雌が決して進行形で用いられな

いかというと，そうではない。たとえばLe㏄h（1971：

24）は加〃について，無線通信手や電話交換手が用い

る。

　Iα刎乃θαη〃9you　c1ear1y

などはa㏄eptab1eであり，この場合の意味は4I　am

reCei▽ing　yOur　meSSage．’ということであり，進行形

を用いることの効果は通信のprocessを強調すること

にあり，このような文脈では1吻ブを遇程動詞とみなす

ことができると述べている。
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　そう言えば，たとえばHatcher（1951：269）など
も，

　I’閉加αブ仰g1t　better　now　1t’s　commg　through

　　㎜ore　c1ear1y　a1ヱthe　t1me

　I’肌5脇〃g1t＝more　c1ear1y　now・focus　1t〕ust　a

　　1itt1e　more　to　the1eft．

のような例をあげ，これらは漸次的進展（‘deYe1opment

by　degrees’）を強調すると言っているが，これは遇程

動詞化されていると説明するのと同じことであると思わ

れる。そしてこれらの例に含まれている比較級形態素

は，感覚動詞から過程動詞への素性変更を容易にしてい

るものと考えられよう。

　232　受動的認識の動詞

　この種の動詞も原則的には進行形をとらないが，別

の意味を帯びると進行形になることがあり，たとえば

Leech（1971：24）は次のような例とそのパラフレーズ

を示している：

　I’刎肋加尾肋g’about　what　you　said．（：considering；

　　run11nat1ng）

　Sure1y　you’κ　私刎αg・τ〃zηg　th1ngs．（＝entertaln1ng

　　or　mdu1gmg　yourse1f　w1th111us1ons）

　I’肌棚妙05τ惚，for　the　purposes　of　th1s　argument

　　that　your1ntent1ons　are　unknown　（＝・I　am

　　makmg　the　temporary　assumpt1on　that　）

つまり，各文は何らかの積極的な精神活動（‘SOme

pos1t1ve㎜enta1aCtw1ty’）を示唆し，これらの動詞は

活動動詞として機能していると考えるのである。

　それに対して，もう1つ別の意味を帯びる場合があ

る。その例をたとえぱHomby（19752　106）から引い

てみよう：

　He’5プb借θ鋤〃g　his．French．（The　use　of　the

　　progress1ve　tense　su99ests　a　gradua1　1oss　of

　　h1s　know1edge　of　French，h1s　ab111ty　to　speak

　　French）

　I’刎力侶肋伽g（＝I　near1y　forgot）that　I　prom1sed

　　to　vls1t　Sm1th　th1s　even1ng

　Howακ　you峨伽g　your　new　job？（Here　the

　　progress1ve　tense　1s　used　because　the　person

　　to　whom　the　quest1on　ls　put　may　not　have

　　arr1ved　at　a　flna1　state　of　e1ther　11ke　or

　　d1s11ke）

これらの動詞の進行形は，Homby白身のつけている

注釈からも明らかなように，そのprOcessを示してお

り，これらの動詞は遇程動詞として機能しているものと

考えられよう。

　ところで，Leech（1971：24）は，この種の動詞のう

ちのあるものは，次の例に示されているように，進行形

で用いられると‘po1ite’な表現になると言う：

　I’刎ゐo妙2g　you’11give　us　some　ad∀ice．

　What閉陀youω伽伽9～
　You伽召力侶θ¢肋9the　mora1arguments

　We’κωo〃∂舳1g1f　you　have　any　suggest1ons

　［ただし。荒木他（1977：249）によれば、2番目の

　例文は，「多くの母国語使用者には受け入れられな

　い」とのことであるコ

そして彼は，進行形がこのように好んで用いられるの

は。その‘tentat1Ve’な性格によるものであると考え，

例えば争

Iんoク6you’11give　us　some　advice．｛I’刎んo加〃9you’11giYe　us　some　adYice．

の2つを比較して，単純形は断定的であるから，聞き手

にていねいに断わる余地は残されていないが，進行形

は，話者としては決定的に言明してはおらず，相手の反

応によっては気持ちを変える用意があることを意味する

と述べている。しかしこれは，今上で触れたように，

inco㎜p1etionの概念を伴う過程動詞としての用法から

自然に生ずるニュアンスであって，何ら特別な用法と言

うには当たらないとも言えよう。

　さて，以上のことから，この種の動詞が進行形で用い

られると、活動動詞及び遇程動詞の2通りの機能をもつ

ようになることがわかった。事実、C1ose（19772：79）

もたとえば，

　Whatακyou卿伽伽9now？

という文は，　（1）Youha▽enotmadeupyour
mmd　及び　（2）You　are1n　a　perpetua1state　of

wantmgsomethmg　youdonothave　という2通り
の解釈が可能であるζとを述べているが，その判断は話

者・聴者の主観に左右される微妙なものであり、まさに

‘Psycho1og1ca1subt1et1es’と呼ぶにふさわしいものと

言えよう。そしてさらに微妙なのは，

　（α）Iんo加you　w111co㎜e　and　have1unch　w1th

　　　　　me．

　（み）Iα刎んoク伽8・you　wi11come　and　have1unch

　　　　　with　me．

のような例であり，C1ose（19772：80）は，どちらも正

しい表現であるが聞き手に与える効果は同じではない。

そして，どちらを選ぶにしてもnat1ve　speakersはい

わば無意識に選んでおり，その選択の基準は個人的な主

観的な間題であるとしながらも，彼自身は次のように

説明している。即ち，多忙でうぬぼれの強い人なら・

（‘busy，se1f－mportant　man’），（α）の文を生意気な

（‘presumptuous’）表現だと感じ，招待を拒絶するが，

（あ）の文は非常にうやうやしい（‘f1attermg1y　deferen－

tia1’）表現だと感じ招待を受け入れるであろう、またあ

る人は逆に，（α）の表現をはっきりと（‘defm1te1y’）招

待されたのだ感じ，喜んで受け入れるだろうが，（み）は

不確かで（‘unCertain’），ぜび来てくれという感じがし
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ない（‘not　sufflc1ent1y　pressmg’）と受けとるであろ

う。この説明はもちろん，さきのLeechのPo1iteな

表現という説明と似ているが，人により解釈の異なり得

るおもしろい例と言えよう。

　233所有と存在の状態動詞

　この種の動詞ももちろん進行形をとらないが婁Leech

（1971：25）はやはり‘activity’の意味が加わるとそれ

が可能であるとして，次のように説明している：

　　there1s　no　d1ff1cu1ty　wlth8加ωろ舳zg尾伽∂，

　because　we　are　ab1e　to　understand　‘kmdness’

　here　as　a㎜ode　of　outward　beha∀iour　o∀er　which

　the　person　　has　contro1，　rather　than　　as　an

　1nherent　tra1t　of　character　　8んθ25　ろα犯g　尾閉∂

　means‘She　ls　actmg　kmd1y　towards　someone’，

　whereas8加τ5紡〃means‘She1s　constltut1on－

　a11y　good－natured’。

　そして，同じような意味の相違は次のような例にもみ

られるとして，そのパラフレーズを示している：

　He’s　a　foo1（zθ　‘He　can’t　he1p　it＿it’s　his

　
｛
　　nature，）．

　He，5加閉g　a　foo1（zθ‘He1s　actmg　foo11sh1y’）

　He’s　awkward（τθ‘He’s　c1umsy，gauche’）

　
｛
　He’35α〃g　awkward（τ．θ．‘He’s　bemg　de11berate1y
　　obstructlve’）

The　car1s　d1ff1cu1t　to　dr1ve（zθ‘It’s　made
　that　way’）・．

The　carτ5わ〃〃g　d1ff1cu1t（τθ　‘It’s　gomg　out

　of1ts　way　to　cause　troub1e’＿the　car　here1s
　a1most　person1f1ed）

Leech（1971：25）はさらに，

He’5　ろθ〃29　9ood／usefu1／he1pfu1／a　nu1sance／an

　ange1．

も許されるし，どんなにありそうもないことであって

も，ある役割を演ずるという概念をその申に読みこむこ

とによって，明確な‘aCtiyity’の意味が認められなくて

もしばしぱXづ∫ろ8加gγという文に意味を持たせる

ことができ，たとえば，

　Today，my　unc1e狐ろθ仰g・Napo1eon。

というのは，俳慶や誇大妄想狂について言うことができ

るだろうと述べている。そしてまた，

　He狐あα〃9sorry／afra1d／hapPy　etc

は‘He1s　pretendmg　to　be　sorry／afra1d／hapPy’を

意味し，例は少ないが加閉についても，

　My　wife兆尻〃伽g　a　headache．

は，‘My　w1fe1s　pretend1ng　to　ha∀e　a　headache’

の意味であるとも述べている、

　以上のようにLeechは豊富な例をあげているが，次

に今すこし他の学者の例を引用してみよう：

　I　supPose　you　th1nk　you’”θ　6ακg・funny　P（ユ　θ

　　say1ng　or　d01ng　som．eth1ng　funny）　［Zandvoort

　　（19695：40）コ
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You　fancy　you　ακ　ろθ伽g　▽ery　c1ever．　（ム氏

　say1ng　very　c1ever　thmgs）［Poutsma　（1926：

　340）コ

Mlary｛∫ろ4〃g　a　good　gir1　today．（6．乱　behaving

　we11）⊂Quirk　et　a1．（1972：95）コ

He洲　ろαηg　∀ery　caut1ous　　（z．θ　　mov1ng　very

　cautious1y）〔GiY6n（1970：832）コ

これらのパラフレーズをみても，〃，ろ8加η6，6o，

仰物”，∫αツなどの代表的な活動動詞が用いられている

ことから，これらの進行形には‘aCtiYity’の意味が含

まれており，明らかに活動動詞化されていることが了解

されよう。しかも，「今，一時的に，わざと～してい

る」というニュアンスが感じられるのである。それは，

進行形の特性としてのte㎜porarmessが認められるの

はもちろんとしても，一般に状態動詞の活動動詞化に

は，さらにagent1Yeが必要であると考えられるからで

あろう。

　ところでLeech（1971：26）はまた，この種の動詞の

うちで，あるものは伽oκα”榊0κのような表現を

伴うと進行形をとることができるとして，次のような
例。

　He｛5ヅθ蛇刎脇ηg　his　father　more　and　m．ore　as

　　the　years　go　by

　The　mcome　of　one’s　parentsω刎α娩r伽g1ess

　　1n　educat1on　these　days

　Good　food｛5ω並伽g　more　since　deva1uation．

をあげ，これらの文の意味は概略，‘Tlhis　is　the　way

thmgs　are　gomg’ということであり，進行形が用い

られているのは，これらの動詞がもはやstate　verbs

ではなくProcess　verbsにtransferされているから

であると述べている。つまり，㈱㈱ろZ3は‘become

1ike’，刎α肋ブは‘become　important’，oo功は‘be－

co血e　cost1y’というふうにパラフレースが可能なので

ある。さすがに，

　＊Heおκκ刎ろZ加g　his　father．

は非文であるが，比較級形態素が伴う場合は，その申に

processを含意しているので，それが脇舳肱などと

いう動詞でさえも過程動詞への素性変更を容易にする機

能を果しているものと考えられよう。

　2．3．4　身体感覚の動詞

　Leech（1971：22）によると，この種の動詞は一時的

な状態に言及するとき，進行形または単純形のどちらで

も用いることができるとして，次のように説明してい

る：

　There　1s　apparent1y　a　free　ch01ce，w1thout

　change　of　meamng　between　∫丑θ1加昭びand

　1α榊ノ≧θZ加g加伽9η；between物肋粥ん鮒なand

　物肋θ“5ん鮒肋9；etC
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そして，ここの伽1は内的感覚（‘mtema1sensa－

tion’）を問題としており，2．3．1での知覚動詞としての

伽Zは，次の例のように，外的感覚（extema1sensa－

tiOn’）を間題としていることに注意しなければならない

と言う：

　I　can声θZ　a　stone　in　my　shoe．

　また，Quirk　et　a1．（1972：95）も，この種の動詞を

dyna1㎜c　verbsに分類しているものの，単純形と進行

形との間にはほとんど意味の差はない　（‘with1itt1e

d1fference　m　meanmg’）ことを指摘しているし，

Homby（19752・106）も，たとえば，

　She’3ノとθ〃〃9／She丑θZ3better　today．

について，‘There1s11tt1e　to　choose　between　the

members　of　the　pa1r’と述べている。

　したがって，この種の動詞は，ほとんど意味の差を伴わ

ないで，単純形と進行形とが白由に交替できる種類cあ

ると言えよう。そしてこの交替現象は，Hatcher（1951：

261）によれば、「侵略的構文である進行形が，明瞭に

進行中の活動を叙述するさい，全部が全部，単純形を

駆逐してはいない」（‘．．．the　progressiYe，the　invader

construct1〇二n，has　not　yet　dr1ven　out　the　s1mp1e

form　from　every　predication　of　an　acti∀ity　obvi－

ous1y　in　progress’）［Cf．笠井（19773：9）コということ

になるが，これは進行形の発達を歴史的にとらえた、興

味深い発言であると言えよう。

　3、む　す　び

　以上の考察から，動作動詞の現在進行形は，（1）現在

進行中または継続申の動作（activity），及び（2）ある動

作の過程（process），の2つを示すものであると考えら

れる。そしてこれらは用いられる動詞の意味素性に応じ

て使い分けられるのである。（1）の場合は，活動動詞が

用いられるのであるが，狭義に解釈すれぱ，「今～して

いる」という現実の具体的な動作を示し、広義に解釈す

れば，断続的な動作・反復。習憤等を示すと言えよう。

一方，（2）の場合は，移行的串来事動詞及び過程動詞が

用いられるのであるが，狭義に解釈すれば，「今～しつ

つある」というある動作のプロセスを示し，広義に解

釈すれば，予定③未来・意志等を示すと言えよう。ま

た，（1）は動作を状態化して継続的にとらえ（1m1ted

durat1on），（2）は動作をまだ完結しない未完了的なもの

としてとらえる（mcomp1et1on）と言うこともできよ

う。なお，瞬間動詞については，（1）の用法の場合は反

復動作を示す表現となり，（2）の用法の場合はスローモ

ーションで分析的にとらえた動作を示す表現となると考

えられる。

　次に，状態動詞の現在進行形についてであるが，それ

は動作動詞の場合に準じて考えることができる。つま

り，その用法としては，（1）活動動詞化される場合，及

び（2）過程動詞化される場合，の2通りがあるというこ

とである。（1）の場合は，　白分の意志でその動作を自由

にcontro1できるわけで，行為者の積極的な意志が感

じられることが多い。換言すれば，［十agentiVeコ，

［十se1f－contro11ab1eコ，［十vo11t1ona1コ，［十actweコ等の

素性が付与されてい之ということである。また，状態動

詞が本来的に具有する継続性のtime　spanは，進行形に

よる動作動詞化に伴って，自動的に制限されることにな

る。したがって，たとえばろ3，んωθ，伽θの進行形に

1m1ted　durat1on，te血porarmess等が伴うのは当然の

ことであると言えよう。一方、（2）の場合は［一agen－

t1ve］，　⊂一se1f－contro11ab1eコ，　［一vo11t1ona1コ，　　⊂一

aCt1Veコであり，発展的意味をもつプロセスを示すため

に，しばしば比較級形態素の支えを必要とする。また，

プロセスとしての動作を強調することは，同時にそこに

注意が集中されるこ・とを意味し，その結果，生彩のある

描写的な表現となるこ1とが多い。この意味においては，

「集注叙述」なる命名も故なしとはしないと言えよう。

　さて，今までの英語教育においては，はじめに触れた

ように。、現在進行形の指導にあたって，r今～している

（ところである）」，「今～しつつある」などの訳語を与

え，現在進行形は「現在進行申の動作」を示すものであ

ると説明するというのが相場であった。が，これだけで

は明らかに説明不足であり，誤解や混乱を生むのも当然

のことであると言わなければならない。

　即ち，今までの指導では，今現にその動作が行なわれ

ているのかあるいはそうでないのか，また現在の動作を

示しているのかそれとも遇程を示しているのかといった

区別が十分に指導されてきただろうか。あるいは、進行

形のもつニュアンスは多種多様であり、しかもそれは文

脈によっては大いに異なり得るものであるという100se

でかつdynamcな側面が指導されてきただろうか、そ

して進行形と言えば，単にその用法を未来1予定・意志

1反復などに分類し，その用例の羅列のみに終始してこ

なかっただろうか、また，それらを相互に関連づけてと

らえよとうする指導をしてきただろうか。そして何より

も進行形は，用いられる動詞の意味素性に応じて使い分

けるのであるということが指導されてきただろうか。ま

た，活動動詞の進行形の指導に重点が置かれすぎ，遇程

動詞の進行形の指導は不当に軽く扱われてこなかっただ

ろうか。さらに，いかなる状態動詞といえども，活動動

詞化または遇程動詞化によって，進行形で用いられ得る

という潜在的可能性は否定できないにもかかわらず，状

態動詞は進行形をとらないなどという誤った指導はして

こなかっただろうか。とかく今までの指導は，その本質．

ではなく，表面的な効果茅ニュアンスのみを断片的に追

い求める傾向にあり，それは，いわば「木を見て森を見
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ず」のたぐいであったように思われて仕方がないのであ

る。
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